
不
老
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

元
気
で
新
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た

事
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
る
と
世

界
で
、
日
本
で
、
様
々
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

私
個
人
が
最
も
心
を
痛
め
た
事

と
い
え
ば
、
戦
況
が
泥
沼
化
し
て

い
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

と
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ

ル
と
ハ
マ
ス
と
の
戦
闘
で
す
。

携
帯
電
話
の
普
及
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
映
像
や
情
報
の
拡
散
で
、
遠

い
彼
の
地
で
の
戦
争
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
二

十
一
世
紀
と
い
う
こ
の
現
代
に
、

今
尚
、
凄
惨
な
殺さ

つ
り
く戮
が
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
に
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡

航
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
羽

田
を
発
っ
た
飛
行
機
は
ロ
シ
ア
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど

紛
争
地
域
を
避
け
な
が
ら
ジ
グ
ザ

グ
に
航
路
を
取
り
ま
す
。
機
内
で

航
路
計
画
の
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、

「
あ
あ
、
こ
の
付
近
で
今
日
も
誰
か

が
命
を
落
と
し
て
い
る
」
と
思
う

と
い
た
た
ま
れ
な
い
気
分
に
な
り

ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
日
本
の
出
来
事
で

最
も
印
象
に
残
っ
た
事
と
い
え
ば

藤
井
聡
太
氏
の
八
冠
制
覇
で
し
ょ

う
。
私
は
将
棋
を
指
し
ま
せ
ん
し

詳
し
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

こ
の
出
来
事
は
今
後
の
日
本
の
行

方
を
暗
示
し
て
い
る
様
に
感
じ
ま

し
た
。

弱
冠
二
十
一
歳
の
若
者
が
前
人

未
踏
の
八
冠
制
覇
を
達
成
し
た
翌

日
、
各
全
国
紙
の
朝
刊
（
経
済
新
聞

で
さ
え
）
が
第
一
面
で
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
報
道
し
ま
し
た
。
こ

の
メ
デ
ィ
ア
の
大
騒
ぎ
は
一
体
何

を
示
唆
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。　

「
Ｚ
世
代
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
た
こ
と
が
お
あ
り
か
と
思
い
ま

す
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
二

〇
〇
〇
年
序
盤
に
か
け
て
生
ま
れ

た
世
代
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ

の
世
代
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
ス

　

令
和
六
年　

元
旦

公
益
財
団
法
人　
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彦
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康
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副
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マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
身
近
に
育
っ
た
デ

ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
藤
井
聡
太
氏
は
正
に

そ
の
世
代
に
あ
た
り
ま
す
。

新
聞
の
詰
め
将
棋
や
専
門
誌
を

頼
り
に
街
の
将
棋
道
場
で
腕
を
上

げ
た
の
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ
を
相
手

に
思
考
す
る
将
棋
を
成
長
の
糧
に

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
そ
れ
以
前

の
世
代
に
は
無
か
っ
た
成
長
の
過

程
を
経
て
「
八
冠
」
に
辿
り
着
き
ま

し
た
。
新
聞
や
メ
デ
ィ
ア
が
騒
い

だ
の
は
、
遂
に
「
こ
の
世
代
が
次
の

日
本
を
牽
引
し
て
い
く
」
と
い
う

事
実
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
か
ら
で
す
。

さ
て
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
日

本
で
、
人
口
比
率
で
は
不
利
な
こ

の
新
世
代
が
活
躍
す
る
た
め
に

我
々
高
齢
者
は
何
を
し
た
ら
良
い

で
し
ょ
か
。
出
来
る
こ
と
は
た
だ

一
つ
。
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
危
な
っ

か
し
い
と
思
っ
て
も
、
ぐ
っ
と
堪

え
て
、
彼
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応

援
し
ま
し
ょ
う
。
良
か
れ
と
思
い

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
く
て
も
、
ぐ
っ

と
堪
え
て
、
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
彼

ら
の
思
考
や
行
動
を
理
解
し
よ
う

と
し
て
も
、
昭
和
な
ア
タ
マ
で
は

無
理
。
彼
ら
も
我
々
を
理
解
す
る

の
は
無
理
で
し
ょ
う
。
同
じ
日
本

語
を
話
し
て
い
ま
す
が
残
念
な
が

ら
相
互
理
解
は
難
し
い
。
だ
か
ら
、

ひ
た
す
ら
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

我
々
高
齢
者
は
日
本
の
最
大
人

口
層
で
す
。
そ
の
我
々
が
新
世
代

の
彼
ら
の
最
大
応
援
団
で
あ
る
な

ら
ば
日
本
の
未
来
は
明
る
い
。

我
々
は
日
本
の
未
来
を
明
る
く
す

る
一
役
を
担
え
ま
す
。

今
年
も
良
い
一
年
に
致
し
ま

し
ょ
う
。

死
し
て
何
を
残
す
か

死
し
て
何
を
残
す
か

�

�

副
理
事
長
　
山
本
一
義

愛
知
用

水
の
生
み

の
親
、
不

老
会
初
代

理
事
長
の

久
野
庄
太
郎
さ
ん
は
、
愛
知
用
水

建
設
中
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た

事
に
自
責
の
念
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
々
の
霊
に
報
い
る
た
め
何

を
し
た
ら
い
い
か
考
え
た
末
の
答

え
が
将
来
の
医
学
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
。
医
学
生
、
歯
学
生
の
基
礎

学
習
で
あ
る
解
剖
に
自
身
の
体
を

提
供
し
将
来
子
や
孫
、
曾
孫
達
が

健
康
で
快
適
な
生
活
を
乞
い
願
い

そ
し
て
多
く
の
賛
同
者
を
得
て
設

立
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

私
た
ち
不
老
会
員
も
「
死
し
て

尚
世
の
中
の
役
に
立
ち
た
い
」
そ

ん
な
崇
高
な
気
持
ち
の
持
ち
主
ば

か
り
で
あ
り
有
難
い
限
り
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
自
分
で
は
死
後
献

体
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
て
も

息
子
さ
ん
娘
さ
ん
親
族
の
皆
さ
ん

に
充
分
理
解
、
了
解
さ
れ
て
な
く

火
葬
場
に
連
れ
て
行
か
れ
る
ケ
ー

ス
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
の

先
輩
会
員
で
過
去
吉
良
町
で
代
表

世
話
人
を
し
て
お
ら
れ
た
方
が
亡

く
な
っ
た
と
聞
き
当
然
献
体
さ
れ

る
と
思
い
、
通
夜
葬
儀
の
時
間
を

聞
く
た
め
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
い

と
も
簡
単
に
「
献
体
し
ま
せ
ん
、
火

葬
し
ま
す
」
と
の
返
事
、
私
は
唖
然

と
し
ま
し
た
。
故
人
の
名
誉
の
た

め
に
も
言
い
ま
し
た
。「
貴
方
の
お

父
さ
ん
は
一
生
懸
命
献
体
運
動
さ

れ
た
お
一
人
で
し
た
よ
、
そ
れ
で

い
い
の
？
お
父
さ
ん
悲
し
ま
れ
は

し
ま
せ
ん
か
？
今
か
ら
で
も
間
に

合
う
か
ら
ど
う
で
す
か
？
」
と
言

い
ま
し
た
が
駄
目
で
し
た
。

も
う
一
件
は
会
員
さ
ん
の
事
で

す
。
あ
る
時
地
区
集
会
の
案
内
を

持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
奥
様
が
出

て
こ
ら
れ
「
主
人
は
つ
い
先
月
亡

く
な
り
ま
し
た
。
息
子
の
反
対
で

献
体
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
御
免

な
さ
い
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

と
詫
び
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
息
子

さ
ん
の
反
対
を
奥
様
は
押
し
き
れ

な
か
っ
た
と
推
察
し
ま
し
た
。

こ
の
様
な
事
例
は
至
る
所
で
聞

く
話
で
す
。
私
た
ち
は
成
願
、
成
就

す
る
為
に
貴
方
の
気
持
ち
を
伝
え

て
お
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
優
秀
な
お
医
者
さ
ん
を
私
た

ち
の
遺
体
、
献
体
で
育
て
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
年
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 2 ―
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国
産
初
の
内
視
鏡
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
で
あ
る
「hinotori

」
は
川
崎

重
工
業
株
式
会
社
と
シ
ス
メ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
が
合
同
で
設
立
し
た
メ

デ
ィ
カ
ロ
イ
ド
社
に
よ
っ
て
二
〇
一

五
年
に
初
号
試
作
機
が
開
発
さ
れ
、

国
産
初
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
と
し

て
二
〇
二
〇
年
八
月
に
製
造
販
売
承

認
を
受
け
た
の
ち
、
泌
尿
器
科
領
域

で
臨
床
使
用
が
可
能
と
な
り
、
二
〇

二
二
年
十
月
に
は
消
化
器
領
域
お
よ

び
婦
人
科
領
域
で
保
険
診
療
下
に
臨

床
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

hinotori

の
名
称
は
、
手
塚
治
虫
先

生
（
大
阪
大
学
医
学
部
卒
の
医
学
博

士
兼
漫
画
家
）
の
命
の
尊
厳
を
テ
ー

マ
に
し
た
名
作
漫
画
「
火
の
鳥
」
に

由
来
し
ま
す
。
川
崎
重
工
業
の
世
界

に
誇
る
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
が

注
ぎ
込
ま
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

サ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
、
モ
ニ
タ
ー

カ
ー
ト
と
い
う
三
つ
の
大
き
な
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
で
構
成
さ
れ
、
術
者
は

サ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
に
装
着
さ

れ
た
四
本
の
ア
ー
ム
（
カ
メ
ラ
ス

コ
ー
プ
（
十
二
㎜
径
）
お
よ
び
三
本

の
電
気
メ
ス
な
ど
の
処
置
器
具
（
八

㎜
径
））
を
操
作
し
て
手
術
を
行
い

ま
す
。（
図
１
、
２
）。
カ
メ
ラ
は
当

然
３
Ｄ
画
像
対
応
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
処
置
器
具
は
多
関
節
機
能
を
持

ち
、
手
ぶ
れ
補
正
機
能
も
搭
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
も
含
め
た

世
界
中
で
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
と
し

て
最
も
普
及
し
て
い
る
「
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
・
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
」
に
性

能
面
で
は
引
け
を
取
ら
な
い
精
密
な

手
術
が
可
能
で
あ
り
、
小
柄
な
日
本

人
の
体
型
に
も
対
応
可
能
な
素
晴
ら

し
い
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
さ
ら
に
、

hinotori

は
遠
隔
操
作
が
可
能
な
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
。
我
々
は
、
二
〇
二
一

年
五
月
に
、
藤
田
医
科
大
学
本
院

（
豊
明
市
）
と
岡
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

（
直
線
距
離
で
三
〇
㎞
）
と
の
間
で
、

二
〇
二
三
年
四
月
に
は
、
東
京
（
三

〇
〇
㎞
）
と
の
間
で
、
さ
ら
に
、
十

月
に
は
五
〇
〇
〇
㎞
離
れ
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
の
間
で
、
遠
隔
手
術
の
実

証
実
験
に
成
功
し
ま
し
た
。hinotori

の
遠
隔
操
作
機
能
に
よ
り
、
医
療
過

疎
地
で
あ
っ
て
も
最
先
端
の
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
な
時
代
が
そ
う

遠
く
な
い
近
未
来
に
到
来
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
外
国
製
品
と
異
な

り
、
国
産
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
が
故
、

日
本
人
外
科
医
の
意
見
が
迅
速
に
反

映
さ
れ
る
の
で
、hinotori

は
日
本
外

科
医
の
手
術
の
考
え
方
に
合
っ
た
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に
絶
え
ず
進
化
し

て
い
く
非
常
に
有
望
な
ロ
ボ
ッ
ト
で

す
。
我
々
は
メ
デ
ィ
カ
ロ
イ
ド
社
、

シ
ス
メ
ッ
ク
ス
社
と
の
共
同
研
究
講

座
に
よ
り
、hinotori

を
素
晴
ら
し
い

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に
し
て
く
所
存

で
す
。

医
学
の
お
は
な
し

国
産
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「hinotori

」

�

サ
ー
ジ
カ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
　
藤
田
医
科
大
学
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
・
内
視
鏡
手
術
学
講
座

�

主
任
教
授
　
宇
　
山
　
一
　
朗

図１図２
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いよいよ、待ちに待った「不老会の集い」の日です。11時30分頃になると、会館の入り口に、
早くも 3名の会員が来られました。そして、正午頃には40名以上の列になり、開場開始の頃には、
100名以上の長蛇の列ができました。12時30分からいよいよ開場です。受付で、お一人お一人に、
“よくいらっしゃいました！”とお声掛けしながら、次第とお土産の袋を手渡しました。開会ま
での間、会場内では「献体」のビデオが上映されました。

午後 1時からいよいよ「不老会の集い」が開会されました。今までに成願された方々 11,546柱
への黙祷から始まり、久野格彦理事長に代わって、杉浦康夫副理事長が挨拶されました。

不 老 会 の 集 い不 老 会 の 集 い
令和 5年10月26日（木）　名古屋市公会堂において、

「不老会の集い」が開催されました。

ビデオ上映　「献体」

成願者に対する黙祷

主催者あいさつ

記念講演
　「健康で豊かな人生を歩むために
� 健康な歯を維持しましょう！」
　　愛知学院大学歯学部長
　　口腔解剖学講座　主任教授

� 本田 雅規 先生

学生体験発表
　愛知学院大学歯学部６年� 永縄 桃佳 様
　愛知学院大学歯学部６年� 立木 　和 様

アトラクション
　「みんなで歌う昭和の歌」
　　HSE48 バイオリンアンサンブル
　　まほろば遊 様

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。 ― 4 ―
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久野理事長は自称“雨男”のためか、本日のよ
うな快晴の日和で体調を崩されてしまい、副理事
長の私が挨拶を務めることになりました。
さて、コロナ感染症も収まりかけてきましたの
で、皆さんの活動も活発になり、献体へのご協力
も徐々に増えてきました。先ほどのビデオを見て
おりまして、私は30年間名古屋大学でご献体を受
取り解剖学を教えておりました。その中で、献体者やその家族の方達の思いを
聞きながら、学生にこの思いをどう伝えるべきかを考えてきました。学生には、
実習を通して解剖を通して初めて人というものに触れて、そしてその中で何を
学びながら自分が成長していくのかを心から教えられるのだと思っておりま
す。実際多くの学生が成長して、昔とは全く違う医療を行う医師・歯科医師や
医療人が育ってきております。献体を行うということの意味は、昔は医師を育
てるため、今は多くの年寄りの介護をして面倒を見てくれる人たちの中に、そ
ういう知識が必須のものであると分かり浸透してきました。不老会の活動は亡
くなって献体したら終わりではなく、更にお子さんや家族の方達に伝わってい
くんだと、十分に心して皆さんの周りにいる家族に是非その気持ちを伝えなが
ら献体活動をしていただけるとありがたいと思います。
この後、愛知学院大学の本田先生に健康のお話をしていただき、そしてその
後アトラクションでHSE48の方々のアンサンブルと歌で午後の時間を楽しく過
ごしていただきたいと思います。本日はご参加本当にありがとうございます。

杉浦副理事長挨拶

お待ちしていました！

ようこそ！

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。― 5 ―
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“食べる力”について。健康チェックのポイントは、
何よりもまずは定期健診をしっかり受けること。そし
て、イギリスのことわざでソクラテスの名言“生きる
ために食べよ。食べるために生きるな。”と。すなわち、
食べることが目的ではなくて、やりたいことをやるた
めに食べろと。
また、「食べる力が衰えるとは何か？」・・①思うように噛めない②呑み込もう
とするとむせる③摂取できる食品が限られる。結果、食べる楽しみがなくなって
外出を控え、自宅に籠ってしまいます。「フレイル」といって、病気ではないが、

心身の活力が低下して介護が必要な方が
います。歯科では、その前段階を「オーラ
ル（口腔）フレイル」といい、舌を含めた
口の周囲の筋肉の衰えを回復させる手法
に取り組んでいます。特に、歯を失わない
ようにすることが何よりも大切で、「八十
歳で二十本以上残す」ことが求められてい
ます。

歯は骨とつながっていますが、歯の中に詰まっている歯根というセメント質の
繊維が両者の接着の役目をしていて、歯根には多くの神経があり、脳に連結して
いるため、脳の活性化に直結しています。歯を失う原因は二つあります。①歯周
病（歯槽膿漏）は歯周組織が衰えて、歯を支えきれなくなるためで、その効果的
な予防法は、定期健診と正しい歯の磨き方をしっかり実行することが大切です。
一方②虫歯は、単に虫歯菌が歯を溶かして
いるので、歯根組織は影響していない。
最後に、私が現在取り組んでいるのは、
歯周組織の再生化です。歯肉の幹細胞を培
養して、患部に合成被膜を移植して歯肉の
再生を目指して、目下臨床試験を進めてお
ります。一刻も早く、その成果を医療現場
に届けられるよう努力中です。

愛知学院大学歯学部長　本田雅規教授のご講演

「健康で豊かな人生を歩むために 健康な歯を維持しましょう！」

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。 ― 6 ―
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解剖実習は 7～ 8名が一組でおこないました。
神経や筋肉がどう配置されているのかなど、教科
書では知りえない体験でした。解剖をとおして、
いったん肉体を切除したら、二度と元には戻らな
いのだと痛感しました。貴重なご遺体を提供され
たご家族の方々に感謝します。今後、この貴重な
体験を医療の現場で生かしたいと思います。

� 愛知学院大学 歯学部六年生　立木 　和 さん

みんなで歌う
� 昭和の歌 

学生体験発表

アトラクション

解剖学実習は、他の学習では得られないとても貴重な体験でした。口腔解剖では咬筋、外側
筋、側頭筋などの働きを学びました。顎が動きにくい方では 3D画像で原因を究明しますが、特
に多い舌癌やリンパ節での頸部郭清術では、顎下を大きく切開するため血管や神経の配置に注
力が要します。また、心臓肥大の方の肥大も実習で実感できました。人体それぞれの違いには
解剖学の学びが最重要でした。

� 愛知学院大学 歯学部六年生　永縄 桃佳 さん

　「ふるさと」大合唱のあと、480名の皆様
お元気に帰路につかれました。

“また来年お会いしましょう！”

特別出演　まほろば遊 さん

HSE48　バイオリンアンサンブル

♪

♫

私どもは感謝のために献体・献眼する。― 7 ―
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令
和
六
年
度
の
愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
愛
知
医
科
大
学
に
登
録
さ
れ
て
い
る

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
、
ご
友
人
等
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

・
日　

時　

令
和
六
年
五
月
十
三
日
（
月
）　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
（
受
付　

午
前
十
時
か
ら
）

　

・
会　

場　

覚
王
山
日
泰
寺　

普
門
閣
（
本
堂
左
側
の
建
物
）	

【
住
所
】
名
古
屋
市
千
種
区
法
王
町
一
―
一

								











　
　
　
［
地
下
鉄
東
山
線
「
覚
王
山
駅
」
下
車
徒
歩
十
分
］

　
　
　
　
　
※
昨
年
度
と
開
催
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

・
講　

演　
「（
演
題
未
定
）」

　

・
講　

師　
（
演
者
未
定
）

　

・
代
表
学
生
と
の
懇
談
会
（
昼
食
）

ご
出
席
い
た
だ
け
る
方
は
、
昼
食
等
の
準
備
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
に
「
会
員
の
集
い
出
席
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
出
席
人
数
、
会
員
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
四
月
三
十
日
（
火
）
ま
で
に
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
同
寺
に
お
い
て
、
愛
知
医
科
大
学
解
剖
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
ご
供
養
の
対
象
と
な
る
ご
遺
族
様
に
は
、
別
途
ご
案
内
差
し
上
げ
ま
す
こ
と
を

併
せ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

《
送
付
先
》
〒
四
八
〇
─
一
一
九
五　

長
久
手
市
岩
作
雁
又
一
─
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

愛
知
医
科
大
学　

医
学
部
事
務
部
庶
務
課　

不
老
会
係　

宛
て

（
公
益
財
団
法
人
）
不
老
会　

会
員
各
位			




愛
知
医
科
大
学
医
学
部
長　
　
　
　

 

笠
井　

謙
次

								











不
老
会
愛
知
医
科
大
学
部
会
会
長 　

藤
内　

美
也
子

◎
本
案
内
を
も
っ
て
通
知
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
本
通
知
は
春
季
号
に
て
再
掲
す
る
予
定
で
す
）

愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

― 8 ―

不　　老

公益財団法人　不　老　会

新春号　令和 6 年（2024年）　第598号



名
古
屋
市
立
大
学
会
員
の
つ
ど
い
お
よ
び
解
剖
感
謝
式

愛
知
学
院
大
学
会
員
の
集
い
お
よ
び
解
剖
慰
霊
祭

日
時
：
令
和
五
年
十
月
六
日
（
金
）

場
所
：
楠
本
キ
ャ
ン
パ
ス

●
会
員
の
集
い
講
演
会　
　
　

午
前
十
時
よ
り

●
会
員
と
学
生
の
懇
談
会　
　

正
午
よ
り

●
第
六
十
一
回
解
剖
慰
霊
祭　

午
後
二
時
よ
り

会
員
の
集
い
講
演
会
は
「
健
康
長
寿
の
秘
訣
―
嚙
み

合
わ
せ
・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
―
」
と

し
て
、
愛
知

学
院
大
学
歯

学
部
有
床
義

歯
学
講
座
、

武
部
純
先
生

に
、
大
き
な

字
と
理
解
し

や
す
い
言
葉

で
の
ス
ラ
イ

ド
、
又
、
実

際
の
映
像
等

を
使
っ
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
と
学
生
の
懇
談
会
は
三
十
人
程
度
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
解
剖
慰
霊
祭
が
厳
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。�

（
広
報
：
藤
内
美
也
子
）

去
る
十
月
十
七
日
（
火
）
午
前
十
一
時
か
ら
、
本
部

棟
に
て
、「
会
員
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先

ず
は
、
成
願
者
へ
の
黙
祷
。
次
に
、
齊
藤
部
会
長
か
ら
、

無
事
に
予
定
通
り
参
加
者
が
全
員
参
集
さ
れ
た
こ
と
に

お
礼
を
述
べ
た
あ
と
、
特
に
“
献
体
と
献
眼
の
確
実
な

実
行
を
目
指
し
て
日
頃
の
親
族
や
友
人
・
知
人
た
ち
へ

の
一
層
の
理
解
と
協
力
に
努
め
て
欲
し
い
と
要
請
し
ま

し
た
。
ま
た
、
特
に
当
地
の
秋
冬
の
好
天
は
、
世
界
各

地
を
巡
っ
て
も
め
っ
た
に
得
ら
れ
な
い
無
償
の
恵
み
な

の
で
、
健
康
維
持
の
た
め
、
積
極
的
に
戸
外
に
出
て
、

心
地
よ
い
日
光
浴
を
楽
し
む
「
散
歩
の
励
行
」
を
強
調

し
ま
し
た
。
次
い
で
、
髙
橋
智
医
学
部
長
さ
ん
と
杉
山

不
老
会
常
務
理
事
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
健
康
講
話
は
、「
健
康
寿
命
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
」
と
題
し
て
、
植
木
孝
俊
教
授
か
ら
、
丁
寧
な
ご
説

明
が
ス
ラ
イ
ド
で
な
さ
れ
、
以
下
の
三
点
に
纏
め
ら
れ

ま
し
た
。

一�

、カ
ロ
リ
ー
制
限
「
腹
八
分
目
」の
励
行
は
最
大
の
効

果
発
揮
。

二�

、
抗
酸
化
物
質
の
摂
取
で
体
の
サ
ビ
付
き
防
止
の
た

め
赤
ワ
イ
ン
は
お
勧
め
。
た
だ
し
、
飲
み
す
ぎ
は
ダ

メ
よ
！
（
笑
）

三
、
外
的
ス
ト
レ
ス
の
抑
制
・
回
避

次
に
、
解
剖
実
習
を
修
了
し
た
医
学
部
二
年
生
代
表

二
十
四
名
と
、
会
員
た
ち
と
の
会
食
を
交
え
た
懇
談
会

が
和
気
藹
々
に
行
わ
れ
た
あ
と
で
、
全
員
で
唱
歌
「
ふ

る
さ
と
」
を
歌
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
午
後
二
時
か
ら
は
、「
解
剖
感
謝
式
」
が
さ
く

ら
講
堂
で
実
施
さ
れ
、
成
願
者
の
ご
遺
族
と
と
も
に
、

不
老
会
の
関
係
役
員
も
参
加
し
て
、
厳
か
な
式
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。�

（
広
報
：
齊
藤
光
男
）
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名
古
屋
大
学
会
員
の
集
い
お
よ
び
解
剖
弔
慰
祭

日
時
：
今
和
五
年
十
一
月
二
日
（
木
）

場
所
：
覚
玉
山
日
泰
寺

●
会
員
の
集
い
講
演
会　

午
前
九
時
十
五
分
よ
り

●
名
古
屋
大
学
医
部
解
剖
弔
慰
祭　

午
前
十
時
三
十

分
、
成
願
者
へ
の
黙
祷
に
続
き　

会
員
の
集
い
は
普
門

閣
に
て
成
願
者
へ
の
黙
祷
に
続
き
名
古
屋
大
学
木
村
宏

医
学
部
長
、
不
老
会
久
野
格
彦
理
事
長
、
不
老
会
杉
浦

康
夫
名
古
屋
大
学
担
当
理
事
の
ご
挨
拶
、
医
学
部
二
年

生
清
遠
功
将
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
講
演
会
を
「
人
生
百
年
時
代
の
健
康
長
寿
―
元
気

な
高
齢
期
の
た
め
の
認
知
症
・
フ
レ
イ
ル
予
防
―
」
と

題
し
て
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
地
域
在
宅

医
療
学
老
年
学
科
教
授
の
梅
垣
宏
行
先
生
に
、
元
気
に

生
活
す
る
為
の
心
が
け
を

お
教
え
頂
き
ま
し
た
。

解
剖
弔
慰
祭
は
日
泰
寺

本
堂
に
於
い
て
医
学
部

長
、
学
生
、
各
代
表
に
よ

る
慰
霊
の
こ
と
ば
が
あ
り

読
経
の
中
ご
遺
族
、
参
列

の
方
々
の
焼
香
が
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

（
広
報
：
藤
内
美
也
子
）

公
園
に
回
り
我
ら
が
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
『
献
体
の
塔
』

に
て
、
鈴
木
事
務
長
の
ご
尽
力
を
得
て
見
学
と
解
説
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
記
念
写
真
を
パ
チ
リ
。
み
ん
な

元
気
に
全
行
程
を
完
歩
し
て
参
加
者
同
志
の
絆
も
で
き

て
、
と
て
も
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。
ま
た
、
会
う
日

ま
で
お
元
気
で
！

�

（
知
多
市
地
区
：
早
川
幸
生
）

産
業
ま
つ
り
に
不
老
会
紹
介
コ
ー
ナ
ー
！

令
和
五
年
十
月
二
十
八
か
ら
二
十
九
日
、
知
多
市
産

業
ま
つ
り
に
『
不
老
会
コ
ー
ナ
ー
』
を
展
示
し
ま
し
た
。

毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
世
界
的
大
事
業
の
愛
知
用
水
を

作
っ
た
と
き
に
五
十
六
名
の
殉
職
者
が
で
て
し
ま
っ
て

久
野
庄
太
郎
翁
が
思
い
悩
ん
で
い
る
と
き
に
、
名
古
屋

大
学
総
長
の
勝
沼
清
蔵
氏
の
勧
め
で
つ
く
っ
た
不
老
会

設
立
の
歴
史
な
ど
を
、
パ
ネ
ル
と
愛
知
用
水
概
要
図
で

示
し
広
く
市
民
に
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。
庄
太
郎
翁
と
親

交
が
あ
っ
た
常
滑
出
身
の
作
家
柴
山
清
風
氏
作
の
水
利

不
老
会
の
集
い
『
メ
リ
ー
フ
ェ
イ
ス
ち
た
』
開
催

楽
し
く
！

明
る
く
！
元

気
よ
く
！
不

老
会
の
集
い

《
メ
リ
ー

フ
ェ
イ
ス
ち

た
》
を
開
催

し
ま
し
た
。

絶
好
の
秋
晴

れ
の
九
月
二

十
八
日
（
木
）

午
前
八
時
、

や
ー
や
ー
っ

と
掛
け
声
よ
ろ
し
く
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
鶴

舞
公
園
に
行
き
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
名

古
屋
市
が
設
置
し
た
最
初
の
公
園
で
あ
り
、
さ
く
ら
、

バ
ラ
、
菖
蒲
な
ど
の
花
の
名
所
で
あ
る
こ
と
を
見
聞
し

ま
し
た
。
和
洋
折
衷
の
造
園
様
式
や
噴
水
塔
、
奏
楽
堂

な
ど
、
そ
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

次
に
《
文
化
の
み
ち
》
に
行
き
橦
木
館
、
旧
豊
田
佐

助
邸
、
川
上
貞
奴
の
二
葉
館
な
ど
を
回
り
、
大
正
ロ
マ

ン
の
た
た
ず
ま
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。
親
睦
食
事
会
は

《
太
閤
本
店
》
で
賑
や
か
に
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
平
和

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。 ― 10 ―
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観
音
を
、
五
十
六
名
の
殉
職
者
の
冥
福
を
祈
り
各
遺
族

に
寄
贈
し
た
い
き
さ
つ
も
観
覧
に
こ
ら
れ
た
人
た
ち
に

解
説
を
し
ま
し
た
。
不
老
会
の
も
つ
尊
い
精
神
に
皆
さ

ん
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
る
い
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
い
二
日
間
で
し

た
。
本
部
か
ら
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
資
料
五
冊
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。�

（
知
多
市
地
区
：
早
川
幸
生
）

豊
田
・
み
よ
し
地
区 

会
員
の
集
い

さ
る
十
月
二
十
九
日
（
日
）

午
前
十
一
時
か
ら
、
豊
田
市

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
「
豊

田
・
み
よ
し
地
区
会
員
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
地
区
役
員
会
で
、

逝
去
し
な
が
ら
も
成
願
で

き
な
い
会
員
が
あ
る
こ
と

が
話
題
に
な
っ
た
の
で
、
山

本
一
義
副
理
事
長
に
「
会
員

と
し
て
成
願
を
全
う
す
る

た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
、
参
加
案
内
に
は
不
老
会
を
理
解
し
て
貰
う
た

め
に
近
親
者
の
同
行
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
五
名
の
会
員
が
同
行
者
を
伴
い
、
二
十
九
名
（
事

前
申
し
込
み
は
三
十
一
名
）
の
参
加
で
し
た
。

集
い
は
、
成
願
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
山
本
副
理
事
長

の
講
話
と
若
干
の
質
疑
応
答
を
経
て
、
地
区
役
員
が
用

意
し
た
簡
単
な
昼
食
で
懇
談
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
地
区
役
員
の
一
人
が
リ
ー
ダ
ー
を
し
て

い
る
豊
田
中
日
相
撲
甚
句
会
に
よ
る
相
撲
甚
句
の
披
露

を
楽
し
ん
で
、
散
会
し
ま
し
た
。

�

（
地
区
代
表
：
小
林　

収
）

知
多
四
地
区
合
同
の
集
い

十
一
月
と
は
思
わ
れ
な
い
暑
い
日
が
続
く
中
、
三
十

四
名
の
参
加
者
で
「
四
地
区
合
同
の
集
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
員
で
黙
祷
し
、
近
藤
地
区
代
表
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

次
に
本
部
よ
り
山
本
副
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
四
十
数
年
前
に
、
死
ん
で
も
社
会
に
役

立
ち
た
い
と
の
思
い
で
両
親
と
共
に
不
老
会
に
登
録
し

た
こ
ろ
の
様
子
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
両
親
が
献

眼
、
献
体
さ
れ
た
と
き
に
は
、
周
り
の
人
た
ち
か
ら

「
最
高
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
の
称
賛
の
声
も
あ
っ
た

と
の
こ
と
。
ま
た
、
登
録
者
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
人

が
本
人
の
希
望
に
反
し
家
族
の
不
同
意
な
ど
で
献
体

で
き
な
い
人
が
い
る
と
の
こ
と
。
日
頃
か
ら
家
族
や
周

り
の
人
に
良
く

理
解
さ
せ
て
お

い
て
く
だ
さ
い

と
の
こ
と
で
し

た
。次

に
「
生
活

習
慣
病
予
防
に

つ
い
て
」
保
健

師
か
ら
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

「
生
活
習
慣
病
」

と
は
？
と
参
加
者
へ
の
問
い
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
特
に
お
口
の
さ
さ
い
な
衰
え
は
全
身
の
機
能
低
下

に
つ
な
が
り
ま
す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
（
お
口
の
中

の
虚
弱
）
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
口
腔
機
能
の

低
下
が
心
身
機
能
の
低
下
へ
と
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
運
動
機
能
が
低
下
す
る
リ
ス
ク
が
高

ま
り
要
介
護
・
死
亡
リ
ス
ク
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
分
か
っ
て
お
り
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
放
置
は
、

大
変
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
口
の
中
の
定
期
健
診
も
三

カ
月
～
半
年
に
一
回
受
け
て
口
の
中
の
ケ
ア
を
す
る
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
従
来
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ

た
お
口
の
中
と
体
の
健
康
は
と
て
も
関
係
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
他
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

�

（
半
田
市
地
区
：
山
本
勝
彦
）

相撲甚句を披露する豊田中日相撲甚句会のみなさん
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● 黎明（大雪山）（油絵）
� 春日井市　武内 喜代子

●　

目
標
の
百
迄
生
き
る　

今
日
一
歩

�

一
宮
市　

渥
美　

栄
夫

献
体
の
塔
　
清
掃
報
告

令
和
五
年
九
月
十
三
日
（
水
）

と
て
も
蒸
し
暑
い
日
で
し
た
。
皆
さ
ん
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
、
階
段
、
広
場
、
塔
内
を
お
掃
除
し
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。
ご
参
加

い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。
参
加
者

十
八
名
。

�
（
事
務
局
）

地
域
地
区
活
動
報
告

● 
名
東
区
地
区

　

日
時
：
九
月
十
六
日
（
土
）

　

場
所
：
名
東
区
北
部
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

三
十
七
名

● 

清
須
地
区

　

日
時
：
九
月
二
十
一
日
（
木
）

　

場
所
：
西
枇
杷
島
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

八
名

● 

豊
橋
市
地
区

　

日
時
：
十
月
一
日
（
日
）

　

場
所
：
あ
い
ト
ピ
ア

　
　
　
　

四
十
三
名

追
悼
　
近
藤
弘
子 

様

　

平
成
十
四
年
か
ら
二

十
五
年
ま
で
藤
田
医
科

大
学
部
会
長
を
務
め
ら

れ
、
長
年
に
亘
り
不
老
会

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日
に
八
十
九
歳
で
成

願
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
と
共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

拝
啓
、こ
の
度
は
角
膜
の
提
供
を
頂
き
ま
し
て
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

怪
我
に
よ
る
目
の
不
自
由
に
半
ば
諦
め
の
気

持
ち
も
あ
り
な
が
ら
、日
々
進
歩
し
て
い
く
医
療

に
少
な
か
ら
ず
希
望
の
気
持
ち
も
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、今
回
角
膜
の
提
供
を
頂
き
ま
し

た
方
に
、そ
し
て
御
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
方
々
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

敬
具

�

（
匿
名
希
望
）

あ
　
り
　
が
　
と
　
う

会
　
員
　
投
　
稿

● 大府東浦　野村 悦子
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担当幹事　 杉山 雄彦

090 －9174 －3080

春の不老ウォーキングクラブ
開催のご案内

※帰路ご希望の方は、知多四国の　� 如意寺　� 密厳寺　� 誕生堂
　� 正法院　� 浄蓮寺　を巡拝します。

予定コース

記

佐布里パークロード
（約４km）

名鉄寺本駅 佐布里池（梅の館）
（久野庄太郎記念館）

愛水館

　今回は、名鉄寺本駅から愛水館（久野庄太郎記念館）の

見学をして、佐布里パークロードを通り、佐布里池（梅の館）

まで約４ｋｍ歩きます。昼食・ふれあいタイムのあと、

現地解散。

令和 � 年 � 月 �� 日（土）午前 �� 時 集合

名鉄常滑線　寺本駅

各自実費負担（交通費・昼食代）

参加希望されます方は不老会事務所
【���-���-����】までお電話下さい。

会員番号（会員のみとさせて頂きますが付添は可）、
御名前、携帯電話番号をお知らせください。

� 月 � 日（金）　　　　先着　�� 名

日　　時

締 切 日

申込方法

参 加 費

集合場所

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。― 13 ―
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地区別入会者数� 9月～ 10月登録（33名）

地　　区 人　数 地　　区 人　数 地　　区 人　数 地　　区 人　数

中 区 1 中 村 区 3 瀬戸・尾張旭 2 岡 崎 1

千 種 区 2 中 川 区 1 日 進 ・ 愛知 2 衣 浦 1

名 東 区 5 昭 和 区 1 豊 明 市 1 豊 橋 市 4

守 山 区 1 天 白 区 1 半 田 市 1 田 原 市 1

北 区 1 緑 区 1 知 多 南 部 1 岐 阜 1

西 区 1

� ※生存会員数  5,967 名（R5.11.1 現在）

篤志寄付者 （単位円）
　　　　ありがとうございました。� 9月1日～10月31日

匿名　K　様 500,000 渥美　敞梧　様 10,000 匿名　S　様 10,000 

榊原　和子　様 30,000 荒川　周行　様 10,000 

募金箱 （単位円）
　　　　ありがとうございました。� 9月1日～10月31日

愛知県がんセンター　様 56,676 豊田厚生病院　様 7,215 一宮市民病院　様 4,500 

　

愛
知
県
知
事
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
へ
の
功
績
に
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。― 15 ―
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編集後記

新年あけましておめでとうございます。
読みやすく、楽しく、愛される「不老」を
目指して今年も努めますので、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

� （広報委員一同）

不老会会員のご家族にお願い
○　会員様のご逝去のとき、
すみやかに、下記の登録されておられる大学窓口へご連絡ください。
その際、電話に出た方に「不老会の会員ですが。」とお告げください。
そのとき、これからの献体のことについて、大学側との詳細な打合せが行われます。

　＜大学窓口の電話番号（不老会への参画順）＞
名古屋大学医学部
　・平　日（９時～ 17 時）	 （０５２）７４１－２１１１	 大学の献体事務室
　・夜間や土、日、祝日など	 （０５２）２５１－９２９６	 代行窓口
　　上記以外の日時	 	 （一柳葬具總本店）

名古屋市立大学医学部
　・平　日（９時～ 17 時）	 （０５２）８５３－８１２１	 大学の献体担当
　・夜間や土、日、祝日など	 （０５２）２５１－９２９６	 代行窓口
　　上記以外の日時	 	 （一柳葬具總本店）

愛知学院大学歯学部
　・年間をとおして（24 時間）	 ０１２０－３６５－２５４	 代行窓口（愛昇殿）

藤田医科大学医学部
　・年間をとおして（24 時間）	 （０５２）９１０－１４００	 代行窓口（ティア）

愛知医科大学医学部
　・年間をとおして（24 時間）	 （０５２）７９４－１８１１	 代行窓口（田中葬具店）

○　ご逝去にともない、ご用意いただく書類
　・死亡診断書　（医師から受ける：正本１通、コピー２通）

正本１通は、市役所・区役所や役場に火葬許可を申請するときに提出します。
コピーは、１通は献体先の大学に、１通は献眼先のアイバンクに提出します。

　・火葬許可書：正本１通
　死亡診断書の正本を持参して、市役所・区役所や役場で交付を受け、ご遺体受け
取りの大学に提出してください。火葬場は名古屋市八事斎場です。

注…�交通事故、変死で死亡した場合及び死亡時に危険な感染症に感染している場合は�
献体できない場合がございます。（詳しくは、登録大学にお尋ね下さい。）

「不老」は家族・親族（同意者）に回覧しましょう。 ― 16 ―
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